
産業であろうと努力してき

たし、これからもそうある

ものと信じています。

審議会では「労働時間

制度の課題」や「裁量労働

制」について集中的に話し

合いが行われる予定です

が、私たちとしても注視していく必

要があります。

　秋の訪れを感じる頃となり、20

23年の春季の取り組みがスタート

します。

　今回の取り組みにおいても、経営

側から様々な主張がなされるものと

思いますが、継続した人への投資に

より、「安心して生活することので

きる生活水準の維持・向上をはかる

こと」や、この数年労使で協力して

取り組んでいる「すべての労働者が

生き生きと働くことができる職場環

境を目指した取り組み」が重要であ

り、そのことが労働力の質的向上に

繋がり、企業の生産性向上に寄与す

るという正の循環を生み出すことに

なるものと考えます。

　金属産業の成長発展に向けた労

使の真摯な話し合いが展開されるこ

とを期待するとともに、金属労協と

しても役割をはたしてまいります。

　皆さんこんにちは。

９月６日に開催された第61回定期

大会にて新たに事務局長を拝命す

ることになりました。前任の浅沼

事務局長と同様よろしくお願いし

ます。

　私自身の労働組合活動は1996年

の支部役員に選出いただいたところ

がスタートとなりますが、これから

も当時の先輩から教わった「信義（約

束を守り、務めをはたすこと）と友

愛（他に対して深い思いやりをもつ

こと）そして連帯」を信条として取

り組んでまいります。

　今年度は、第59回定期大会から

はじまった３年間の「新しい金属労

協に向けた準備期間」の最後の1年

間となります。様々な課題があるも

のと思いますが、皆さまと連携をは

かりながら、一つひとつ解決に向け

て前進してまいりたいと考えます。

　さて、今号は「これからの働き方

への提言」がテーマです。

　働き方については古くて新しいテ

ーマと言ってもよいと思いますが、

それこそ数年前までは「働き方改

革」は主に組合側が主張していまし

たよね。他方で、働くことは美徳で

あり、「24時間働けますか？」とい

うＴＶＣＭのキャッチコピーを覚え

ておられる方も多いのではないでし

ょうか。

2019年（平成31年）以降、働き

方改革関連法が段階的に施行され

ましたが、いまでは政府が働き方改

革を主導する時代となっています。

　全体の流れとして働き方を見直そ

うとする方向に向かうことはよいこ

とだと思いますが、何のための働き

方改革なのかということを忘れては

ならないのではないでしょうか。

　政府の動きに合わせ、労働政策審

議会などでまさに働き方に関する議

論が行われているところですが、そ

の議論のベースとなる検討会報告

書の中に「労働者の多様化、企業

を取り巻く情勢変化に伴って、働き

方に対するニーズも多様化し、労働

時間規制に対する社会的要請や担

うべき政策目的も多様化してきた。

（略）現在の労働時間法制が、新た

に生じている労使のニーズや社会的

要請に適切に対応し得ているのか

は、労働者の健康確保という原初的

使命を念頭に置きながら、常に検証

を行っていく必要がある。」との記

述があります。

　この事自体は否定するものではあ

りませんが、私たちは労使の話し合

いによって、法律を上回るルールを

定め、従業員のやる気を高め、企業

の成長発展に寄与してきていること

は間違いないと思います。

　昨今、何でもかんでも法律で定め

ようという風潮がありますが、少な

くとも金属産業労使は常に魅力ある
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金属労協（JCM）事務局長

梅 田 利 也

浅沼前事務局長から梅田新事務局長へ
バトンタッチ！


